
(57)【要約】

【課題】タブに不必要な応力が生じることがなく、耐久

性・信頼性に優れたセルモジュールの提供。

【解決手段】シート状の正極タブ１ｂおよび負極タブ１

ｃを有する両タブ型セル１の各タブ１ｂ、１ｃを、タブ

１ｂ、１ｃの伸延方向に各々配設されたバスバー２Ａ，

２Ｂに接続することにより一つのセルユニットＵ１～Ｕ

６を構成する。そして、そのセルユニットＵ１～Ｕ６を

バスバー同士が対向するように複数積層配設することに

より、セルモジュールＭを構成する。接続されたロッド

３Ａ，３Ｂ，３Ｃは、各セルユニットＵ１～Ｕ６の各バ

スバー２Ａ，２Ｂを所定位置に位置決めするとともに、

同電位に設定されるバスバー同士、例えば、セルユニッ

トＵ１のバスバー２ＢとセルユニットＵ２のバスバー２

Ａとが導電性のロッド３Ａによって電気的に接続される

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
セ ル 本 体 外 周 縁 か ら 互 い に 反 対 方 向 に 伸 延 す る シ ー ト 状 の 正 極 端 子 お よ び 負 極 端 子 を 有 す
る 複 数 の 両 タ ブ 型 セ ル を 並 列 に 配 置 し 、 前 記 端 子 伸 延 方 向 に 各 々 配 設 さ れ て 前 記 各 端 子 の
う ち の 同 一 極 端 子 同 士 を 一 対 の 略 板 状 の バ ス バ ー に よ っ て 接 続 し た セ ル ユ ニ ッ ト を 、 極 性
の 異 な る バ ス バ ー 同 士 が 対 向 す る よ う に 複 数 積 層 配 設 し た セ ル モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
前 記 バ ス バ ー を 所 定 位 置 に 位 置 決 め す る と と も に 、 隣 り 合 う セ ル ユ ニ ッ ト の 同 電 位 に 設 定
さ れ る バ ス バ ー 同 士 を 電 気 的 に 接 続 す る 位 置 決 め 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る セ ル モ ジ
ュ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の セ ル モ ジ ュ ー ル に お い て 、
前 記 位 置 決 め 部 材 は 、 前 記 同 電 位 に 設 定 さ れ る バ ス バ ー 同 士 を 電 気 的 に 接 続 す る 導 電 性 柱
状 部 材 と 、 電 位 が 異 な り 互 い に 対 向 す る 前 記 バ ス バ ー 同 士 を 電 気 的 に 絶 縁 す る 絶 縁 性 柱 状
部 材 と を 交 互 に 接 続 し た ロ ッ ド で あ っ て 、 前 記 バ ス バ ー を 貫 通 し て 前 記 位 置 決 め を 行 う こ
と を 特 徴 と す る セ ル モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の セ ル モ ジ ュ ー ル に お い て 、
前 記 両 タ ブ 型 セ ル の 電 圧 検 出 線 を 挟 持 す る よ う に 導 電 性 柱 状 部 材 と 電 気 的 絶 縁 性 柱 状 部 材
と を 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る セ ル モ ジ ュ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 シ ー ト 状 薄 型 電 池 の よ う な 両 タ ブ 型 セ ル を 複 数 積 層 配 設 し て 成 る セ ル モ ジ ュ ー
ル に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
セ ル 本 体 の 両 端 か ら シ ー ト 状 の 正 極 端 子 お よ び 負 極 端 子 が 引 き 出 さ れ る 両 タ ブ 型 セ ル と し
て は 、 特 開 平 ９ － ２ ５ ９ ８ ５ ９ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る よ う な 薄 型 電 池 が 知 ら れ て い る 。
こ れ ら の セ ル を 用 い て 高 電 圧 、 高 容 量 な 電 池 を 得 る た め に は 、 複 数 セ ル を 直 列 接 続 や 並 列
接 続 し て 組 電 池 と す る 必 要 が あ る 。 上 下 に 積 層 配 設 さ れ た セ ル の タ ブ 端 子 同 士 を 接 続 す る
場 合 、 タ ブ 端 子 を 折 り 曲 げ る よ う に し て 接 続 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 タ ブ 端 子 部 分 に
応 力 が 生 じ て 、 タ ブ 端 子 の 耐 久 性 ・ 信 頼 性 が 低 下 す る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 両 タ ブ 型 セ ル を 複 数 積 層 配 設 し て 成 る セ ル モ ジ ュ ー ル に お い て 、 タ ブ に
不 必 要 な 応 力 が 生 じ る こ と が な く 、 耐 久 性 ・ 信 頼 性 に 優 れ た セ ル モ ジ ュ ー ル を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ る セ ル モ ジ ュ ー ル で は 、 シ ー ト 状 の 正 極 端 子 お よ び 負 極 端 子 を 有 す る 両 タ ブ 型
セ ル を 並 列 に 配 置 し 、 同 一 極 側 の 各 端 子 を 、 端 子 伸 延 方 向 に 各 々 配 設 さ れ た バ ス バ ー に 接
続 す る こ と に よ り 一 つ の セ ル ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 。 そ し て 、 そ の セ ル ユ ニ ッ ト を 極 性 の 異
な る バ ス バ ー 同 士 が 対 向 す る よ う に 複 数 積 層 配 設 す る こ と に よ り 、 セ ル モ ジ ュ ー ル を 構 成
す る 。 位 置 決 め 部 材 は バ ス バ ー を 所 定 位 置 に 位 置 決 め す る と と も に 、 隣 り 合 う セ ル ユ ニ ッ
ト の 同 電 位 に 設 定 さ れ る バ ス バ ー 同 士 を 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 並 列 に 配 置 さ れ た 複 数 の 両 タ ブ 型 セ ル か ら な る セ ル ユ ニ ッ ト 毎 に 一 対 の
略 板 状 の バ ス バ ー が 設 け ら れ 、 各 セ ル の 正 極 端 子 同 士 は 一 方 の バ ス バ ー に 、 負 極 端 子 同 士
は 他 方 の バ ス バ ー に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 隣 り 合 う セ ル ユ ニ ッ ト の 同 電 位 に 設 定
さ れ る バ ス バ ー 同 士 は 、 位 置 決 め 部 材 に よ り 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 そ の た め 、 バ ス バ ー を
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各 端 子 の 伸 延 方 向 に 配 設 す る こ と が 可 能 と な り 、 シ ー ト 状 端 子 を 折 り 曲 げ た り す る こ と 無
く バ ス バ ー に 接 続 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 端 子 に 応 力 が 生 じ る の を 防 止 す る こ と が
で き 、 端 子 部 分 の 耐 久 性 ・ 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ ～ ３ は 本 発 明 に よ る セ ル モ ジ ュ
－ ル の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ は セ ル モ ジ ュ － ル Ｍ の 正 面 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ
－ Ａ 断 面 図 、 図 ３ は 図 １ の Ｂ 矢 視 図 で あ る 。 図 １ ～ ３ に 示 し た セ ル モ ジ ュ ー ル Ｍ は 、 １ ２
個 の セ ル １ で 構 成 さ れ て い る 。 セ ル １ は 両 タ ブ 型 の セ ル で あ っ て 、 ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル ム 等
の 袋 状 外 包 体 に よ り 包 ま れ た セ ル 本 体 １ ａ と 、 セ ル 本 体 １ ａ の 外 周 縁 か ら 伸 延 す る シ ー ト
状 の 正 極 タ ブ １ ｂ お よ び 負 極 タ ブ １ ｃ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 ６ は セ ル １ の 内 部 構 造 を 説 明 す る 図 で あ り 、 正 極 タ ブ １ ｂ 側 の 断 面 図 で あ る 。 セ ル １ は
シ ー ト 状 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 で あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 可 撓 性 の 袋 状 外 包 体 １ ０ ０
の 内 部 に は 、 内 部 電 極 対 １ ０ １ お よ び 電 解 液 １ ０ ２ が 密 封 状 態 で 収 容 さ れ て い る 。 内 部 電
極 対 １ ０ １ は シ ー ト 状 の 正 電 極 １ ０ １ ａ お よ び 負 電 極 １ ０ １ ｂ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
正 電 極 １ ０ １ ａ は 、 ア ル ミ 箔 の 正 極 集 電 体 １ ０ ４ の 両 面 に 正 極 活 物 質 を 積 層 し た も の で あ
る 。 一 方 、 負 極 １ ０ １ ｂ は 銅 箔 の 負 極 集 電 体 １ ０ ５ の 両 面 に 負 極 活 物 質 を 積 層 し た も の で
あ る 。 正 電 極 １ ０ １ ａ と 負 電 極 １ ０ １ ｂ と は 、 セ パ レ ー タ １ ０ １ ｃ を 介 し て 交 互 に 積 層 さ
れ て い る 。 正 極 タ ブ １ ｂ に は ア ル ミ や ア ル ミ 合 金 等 が 用 い ら れ 、 負 極 タ ブ １ ｃ に は 銅 や 銅
合 金 等 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
正 電 極 １ ０ １ ａ は そ れ ぞ れ 正 極 タ ブ １ ｂ に 連 結 さ れ て い る 。 正 極 タ ブ １ ｂ は 、 袋 状 外 包 体
１ ０ ０ の ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ０ ３ を 気 密 に 貫 通 す る と と も に 、 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ０ ３ に 固 着
さ れ る 。 な お 、 図 示 し て い な い が 、 負 極 タ ブ １ ｃ の 部 分 の 構 造 も 正 極 タ ブ １ ｂ と 同 様 と な
っ て お り 、 負 極 タ ブ １ ｃ に は 負 極 １ ０ １ ｂ が そ れ ぞ れ 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
袋 状 外 包 体 １ ０ ０ は 、 内 面 層 １ ０ ０ ａ 、 中 間 層 １ ０ ０ ｂ お よ び 外 面 層 １ ０ ０ ｃ の 三 層 構 造
の ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル ム で 形 成 さ れ て い る 。 内 面 層 １ ０ ０ ａ に は 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ
ピ レ ン 、 ポ リ ア ミ ド な ど の 耐 電 解 液 性 お よ び ヒ ー ト シ ー ル 性 に 優 れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 が 使 用
さ れ る 。 中 間 層 １ ０ ０ ｂ に は 、 ア ル ミ 箔 や ス テ ン レ ス 箔 等 の 可 撓 性 お よ び 強 度 に 優 れ た 金
属 箔 が 使 用 さ れ る 。 外 面 層 １ ０ ０ ｃ に は 、 ポ リ ア ミ ド 系 樹 脂 や ポ リ エ ス テ ル 系 樹 脂 等 の 電
気 絶 縁 性 に 優 れ た 絶 縁 樹 脂 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 実 施 の 形 態 の セ ル モ ジ ュ ー ル Ｍ で は こ の よ う な セ ル １ を １ ２ 個 備 え て お り 、 図 ３ に 示 す
よ う に セ ル １ を ２ 列 ６ 段 に 配 設 し て い る 。 各 段 の ２ 個 の セ ル １ は 並 列 接 続 さ れ 、 こ れ ら 並
列 接 続 さ れ た ２ 個 ず つ の セ ル １ は 上 下 方 向 に 直 列 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 各 段 の ２ 個 の セ ル １ は 、 正 極 タ ブ １ ｂ 同 士 は 同 一 の バ ス バ ー ２ Ａ に 接
続 さ れ 、 負 極 タ ブ 同 士 は 同 一 の バ ス バ ー ２ Ｂ に 接 続 さ れ て い る 。 バ ス バ ー ２ Ａ ， ２ Ｂ は 各
段 の セ ル 毎 に 設 け ら れ て お り 、 各 セ ル 本 体 １ ａ か ら 伸 延 し て い る 正 極 タ ブ １ ｂ お よ び 負 極
タ ブ １ ｃ は 、 曲 げ ら れ る こ と な く 各 バ ス バ ー ２ Ａ ， ２ Ｂ に 伸 延 状 態 で 接 続 さ れ て い る 。 タ
ブ １ ｂ ， １ ｃ と バ ス バ ー ２ Ａ ， ２ Ｂ と の 接 続 に は 溶 接 等 が 用 い ら れ る 。 バ ス バ ー ２ Ａ ， ２
Ｂ と そ れ ら に 接 続 さ れ た ２ 個 の セ ル １ と に よ り 構 成 さ れ る 部 分 を 、 本 実 施 の 形 態 で は セ ル
ユ ニ ッ ト と 呼 ぶ こ と に す る 。 す な わ ち 、 図 １ に 示 す よ う に 、 セ ル モ ジ ュ ー ル Ｍ は ６ 個 の セ
ル ユ ニ ッ ト Ｕ １ ～ Ｕ ６ で 構 成 さ れ 、 複 数 の セ ル ユ ニ ッ ト Ｕ １ ～ Ｕ ６ は 直 列 接 続 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
各 セ ル ユ ニ ッ ト 同 士 は ロ ッ ド ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ に よ っ て 一 体 化 さ れ て お り 、 上 下 端 部 分 の
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ロ ッ ド ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ は 絶 縁 性 の パ ネ ル ４ Ａ ， ４ Ｂ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て い る 。 図 ４ は
、 セ ル ユ ニ ッ ト Ｕ ６ ， Ｕ ５ の 部 分 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 ロ ッ ド ３ Ａ は 銅 等 の 電 導 性 材 料 に
よ り 形 成 さ れ 、 ロ ッ ド ３ Ｂ ， ３ Ｃ は 樹 脂 等 の 電 気 絶 縁 性 の 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 ロ
ッ ド ３ Ａ ～ ３ Ｃ 同 士 の 接 続 は ネ ジ 締 結 に よ り 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 ロ ッ ド ３ Ａ の 下 端 側 に
形 成 さ れ た 雄 ね じ 部 ３ ０ と ロ ッ ド ３ Ｂ の 上 端 側 に 形 成 さ れ た 雌 ね じ 部 ３ １ を ネ ジ 締 結 す る
こ と に よ り 、 ロ ッ ド ３ Ａ の 下 部 に ロ ッ ド ３ Ｂ を 接 続 す る 。 さ ら に 、 ロ ッ ド ３ Ｂ の 下 端 側 に
形 成 さ れ た 雄 ね じ 部 ３ ０ と ロ ッ ド ３ Ａ の 上 端 側 に 形 成 さ れ た 雌 ね じ 部 ３ １ を ネ ジ 締 結 す る
こ と に よ り 、 ロ ッ ド ３ Ｂ の 下 部 に ロ ッ ド ３ Ａ を 接 続 す る 。 ロ ッ ド ３ Ｃ と ロ ッ ド ３ Ａ と の 接
続 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ４ の ロ ッ ド ３ Ａ と そ の 下 側 の ロ ッ ド ３ Ｂ と の 間 に は 、 セ ル 電 圧 検 出 線 ６ ｇ が 挟 み 込 ま れ
る よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 ロ ッ ド ３ Ｂ と そ の 下 側 の ロ ッ ド ３ Ａ と の 間 に は 、 セ ル 電 圧 検 出
線 ６ ｅ が 挟 み 込 ま れ る よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 ま た 、 ロ ッ ド ３ Ｃ と ロ ッ ド ３ Ａ と の 間 に は
、 セ ル 電 圧 検 出 線 ６ ｆ が 挟 み 込 ま れ る よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 各 ロ ッ ド ３ Ａ は バ ス バ ー ２
Ａ ， ２ Ｂ に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 ２ ０ に 貫 挿 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 各 バ ス バ ー ２ Ａ ， ２ Ｂ の
、 す な わ ち 各 セ ル ユ ニ ッ ト Ｕ １ ～ Ｕ ６ の 横 ズ レ が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 最 下 端 部 の ロ ッ ド ３ Ａ ， ３ Ｃ は 、 雄 ね じ ３ ０ を 用 い て パ ネ ル ４ Ｂ に 固
定 さ れ る 。 一 方 、 パ ネ ル ４ Ａ は ボ ル ト ５ に よ り 最 上 端 部 の ロ ッ ド ３ Ａ ， ３ Ｃ に 固 定 さ れ る
。 各 ロ ッ ド ３ Ａ ～ ３ Ｃ が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た な ら ば 、 各 セ ル ユ ニ ッ ト Ｕ １ ～ Ｕ ６ の バ ス バ
ー ２ Ａ ， ２ Ｂ を 図 １ に 示 す よ う に ロ ッ ド ３ Ａ に 溶 接 等 に よ り 固 定 す る 。 こ れ に よ り 、 バ ス
バ ー ２ Ａ と バ ス バ ー ２ Ｂ と が ロ ッ ド ３ Ａ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 バ ス バ ー ２ Ａ ， ２ Ｂ
お よ び ロ ッ ド ３ Ａ は 同 電 位 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ の 結 果 、 セ ル ユ ニ ッ ト Ｕ １ の 負 極 側 バ ス バ ー ２ Ｂ は 上 側 に 配 設 さ れ た セ ル ユ ニ ッ ト Ｕ ２
の 正 極 側 バ ス バ ー ２ Ａ に 接 続 さ れ 、 セ ル ユ ニ ッ ト Ｕ ２ の 負 極 側 バ ス バ ー ２ Ｂ は そ の 上 側 に
配 設 さ れ た セ ル ユ ニ ッ Ｕ ３ の 正 極 側 バ ス バ ー ２ Ａ に 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 セ ル ユ ニ ッ ト
Ｕ １ ～ Ｕ ３ は 直 列 接 続 さ れ る 。 セ ル ユ ニ ッ ト Ｕ ４ ～ Ｕ ５ に 関 し て も 同 様 に 直 列 接 続 さ れ る
。 ま た 、 セ ル ユ ニ ッ ト Ｕ １ の バ ス バ ー ２ Ａ と セ ル ユ ニ ッ ト Ｕ ２ の バ ス バ ー ２ Ｂ と は 、 ロ ッ
ド ３ Ｂ に よ っ て 電 気 的 に 絶 縁 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 バ ス バ ー ２ Ａ ， ２ Ｂ は セ ル １ の タ ブ １ ｂ ， １ ｃ の 伸
延 方 向 に 設 け ら れ 、 タ ブ １ ｂ ， １ ｃ は 曲 げ ら れ る こ と 無 く バ ス バ ー ２ Ａ ， ２ Ｂ に 接 続 さ れ
る 。 そ し て 、 直 列 接 続 の 際 に 同 電 位 に 設 定 さ れ る バ ス バ ー ２ Ａ ， ２ Ｂ 同 士 を 、 導 電 性 の ロ
ッ ド ３ Ａ で 接 続 す る よ う に し て い る 。 例 え ば 、 図 ５ の よ う に 共 通 の バ ス バ ー ２ ０ ０ を 用 い
て タ ブ １ ｂ ， １ ｃ を 接 続 す る 一 般 的 な 接 続 方 法 の 場 合 に は 、 タ ブ １ ｂ 、 １ ｃ が 折 り 曲 が る
の を 避 け る こ と が で き な か っ た が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 こ の よ う な タ ブ １ ｂ ， １ ｃ の 屈 曲
を 防 止 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 タ ブ １ ｂ ， １ ｃ の 強 度 確 保 や 耐 久 性 ・ 信 頼 性 の 向 上
を 図 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 セ ル ユ ニ ッ ト Ｕ １ ～ Ｕ ６ の 位 置 ズ レ を 防 止 す る た め に 設 け
ら れ た ロ ッ ド ３ Ａ ～ ３ Ｃ の 一 部 （ ロ ッ ド ３ Ａ ） を 、 バ ス バ ー 間 の 電 気 的 接 続 に 兼 用 し て 用
い て い る の で 、 部 品 点 数 お よ び コ ス ト の 増 加 を 抑 え る こ と が 可 能 で あ る 。 更 に 、 ロ ッ ド 接
続 時 に ロ ッ ド ３ Ａ 、 ３ Ｂ 間 に セ ル 電 圧 検 出 線 ６ ａ ～ ６ ｇ を 挟 み 込 む こ と に よ り 、 検 出 線 ６
ａ ～ ６ ｇ の バ ス バ ー ２ Ａ 、 ２ Ｂ へ の 接 続 が 簡 単 に で き る と と も に 、 確 実 な 接 続 を 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
［ 変 形 例 ］
図 ７ は 、 バ ス バ ー ２ Ａ ， ２ Ｂ と ロ ッ ド ３ Ａ ， ３ Ｂ と 接 続 構 造 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。 ロ
ッ ド ３ Ａ と ロ ッ ド ３ Ｂ と の 接 続 構 造 は 上 述 し た も の と 同 様 で あ る 。 バ ス バ ー ３ Ａ お よ び セ
ル 電 圧 検 出 線 ６ ａ の 取 付 部 分 は ロ ッ ド ３ Ｂ の 雄 ね じ 部 ３ ０ の み が 貫 通 し 、 こ の ネ ジ 接 続 部
に バ ス バ ー ３ Ａ お よ び セ ル 電 圧 検 出 線 ６ ａ （ 例 え ば 、 セ ル 電 圧 検 出 線 ６ ａ の 取 り 付 け ら れ
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た 圧 着 端 子 ） を 挟 持 す る よ う に ロ ッ ド ３ Ａ と ロ ッ ド ３ Ｂ と を 接 続 す る 。 こ の 場 合 、 バ ス バ
ー ２ Ａ ， ２ Ｂ の ロ ッ ド ３ Ａ へ の 溶 接 を 必 要 と せ ず 、 組 立 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 ２ 個 並 列 接 続 し た も の を ６ 段 直 列 接 続 し た が 、 並 列 接 続 数 や 直
列 接 続 数 は 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 複 数 個 の セ ル を 上 下 に 並 列 接 続 す る 場 合 に
も 、 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 。 な お 、 上 述 し た 特 徴 的 な 機 能 作 用 効 果 が 得 ら れ る も
の で あ る な ら ば 、 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 説 明 し た 実 施 の 形 態 と 特 許 請 求 の 範 囲 の 要 素 と の 対 応 に お い て 、 正 極 タ ブ １ ｂ は 正 極
端 子 を 、 負 極 タ ブ １ ｃ は 負 極 端 子 を 、 ロ ッ ド ３ Ａ は 導 電 性 柱 状 部 材 を 、 ロ ッ ド ３ Ｂ ， ３ Ｃ
は 電 気 的 絶 縁 性 柱 状 部 材 を そ れ ぞ れ 構 成 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 セ ル モ ジ ュ － ル Ｍ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｂ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 セ ル ユ ニ ッ ト Ｕ ６ ， Ｕ ５ の 部 分 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 共 通 の バ ス バ ー ２ ０ ０ を 用 い て タ ブ １ ｂ ， １ ｃ を 接 続 す る 一 般 的 な 接 続 方 法 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 セ ル １ の 内 部 構 造 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 セ ル
１ ａ 　 セ ル 本 体
１ ｂ 　 正 極 タ ブ
１ ｃ 　 負 極 タ ブ
２ Ａ ， ２ Ｂ 　 バ ス バ ー
３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ 　 ロ ッ ド
４ Ａ ， ４ Ｂ 　 パ ネ ル
５ 　 ボ ル ト
６ ａ ～ ６ ｆ 　 セ ル 電 圧 検 出 線
Ｍ 　 セ ル モ ジ ュ ー ル
Ｕ １ ～ Ｕ ６ 　 セ ル ユ ニ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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